
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

畳
の
支
援
協
定
を
締
結

阿
南
工
業
・
光
高
校 

第
３
席

初期消火訓練に取り組む訓練参加者＝羽ノ浦グラウンド

徳
島
県
畳
商
工
業
組
合
阿
南
支
部
会
員

＝
半
瀬
商
店
（
長
生
町
）

　

本
市
は
、
徳
島
県
畳
商
工
業
組
合
阿

南
支
部
と
の
間
で
、「
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
物
資
の
支
援
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
。

　

大
雨
と
地
震
動
の
複
合
的
な
災
害
を
想
定
し
た
阿

南
市
総
合
防
災
訓
練
が
平
成
30
年
11
月
18
日
、
羽
ノ

浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
羽
ノ
浦
総
合
国
民
体
育
館
で
行
わ

れ
た
。
地
元
自
主
防
災
組
織
な
ど
27
機
関
約
８
０
０

人
が
参
加
し
、
連
携
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。

地域防災力　連携を強化

　

訓
練
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
避
難
所

開
設
・
運
営
を
行
っ
た
。

　

豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災

害
に
加
え
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・

津
波
が
発
生
し
た
複
合
的
な
災
害
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
実
施
。
周
辺
住
民

は
体
育
館
ま
で
避
難
し
た
後
、
役
割
分

担
し
、
避
難
所
を
設
営
。
簡
易
ト
イ
レ

の
組
立
、
要
配
慮
者
へ
の
対
応
方
法
な

ど
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
被
災
車
両

か
ら
の
負
傷
者
救
出
訓
練
、
初
期
消
火

（
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
）
や
応
急
救
護
訓
練

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

孤
立
者
救
出
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
ド
ロ

ー
ン
は
ロ
ー
プ
を
張
る
の
に
も
利
用
さ

れ
た
ほ
か
、
被
災
車
両
で
の
情
報
収
集

活
動
を
行
っ
た
。

　

避
難
所
開
設
に
参
加
し
た
住
民
は
、

「
慣
れ
て
い
な
い
の
で
手
間
ど
っ
た
。

災
害
時
に
は
、
皆
と
協
力
し
命
を
守
り

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

大
規
模
災
害
時
、
避
難
所
等
で

畳
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、
協

定
に
基
づ
き
無
償
で
提
供
を
受
け

る
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
公
民
館

や
学
校
、
体
育
館
な
ど
の
公
共
施

設
が
避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
る

が
、
避
難
者
が
板
の
床
に
直
接
、

布
団
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
敷
い
て
寝

泊
ま
り
す
る
よ
う
な
状
況
も
考
え

ら
れ
る
。
徳
島
県
畳
商
工
業
組
合

阿
南
支
部
で
常
時
保
管
し
て
い
る

古
畳
約
５
０
０
０
枚
を
、
大
規
模

災
害
発
生
時
に
無
償
で
提
供
し
た

い
と
の
ご
厚
意
を
受
け
て
、
協
定

の
締
結
に
至
っ
た
。

　

組
合
長
の
萩
原　

實
さ
ん
（
68

歳
・
宝
田
町
）
は
、「
少
し
で
も

快
適
な
避
難
生
活
に
役
立
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

時
は
平
成
か
ら
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
。
平
成
を
振
り
返
る
と
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
な

ど
で
私
た
ち
の
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。一
方
、災
害
の
時
代
で
も
あ
っ

た
。
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
、
平
成
26
年
の
台

風
11
号
・
12
号
豪
雨
に
よ
る
水
害
…
。
私
た
ち
の
町
や
心
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
た
。
災

害
は
時
代
を
選
ば
ず
起
こ
る
。
災
害
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
挑

戦
を
追
っ
た
。

災害弱者に優しい避難所

防災新聞〜災害を生き抜くための挑戦〜 特集

災
害
を

　
生
き
抜
く
た
め
の挑

戦

防
災
新
聞

係
者
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
失
っ

た
ら
二
度
と
戻
ら
な
い
文
化
財
を

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
、

火
災
は
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
、
そ

し
て
地
域
の
防
災
に
磨
き
を
か
け

る
、
と
い
う
使
命
を
再
確
認
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
資
料
館
関
係
者
に

よ
る
初
期
消
火
後
、
消
防
署
に

通
報
し
、
発
動
し

た
消
防
車
が
資
料

館
建
物
に
一
斉
放

水
。
那
賀
川
分
団

長
の
前
田
久
夫
さ

ん
は
「
消
防
団
員

も
世
代
交
代
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
回
の
訓
練

は
、
消
防
ポ
ン
プ

車
操
作
を
ベ
テ
ラ

ン
団
員
か
ら
後
輩

に
技
術
指
導
し
な

が
ら
行
う
こ
と
が

で
き
た
」
と
話
し

て
い
た
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ
わ
せ

て
１
月
27
日
、
市
指
定
文
化
財

（
棲
龍
閣
詩
集
）
を
展
示
す
る

阿
波
公
方
・
民
俗
資
料
館
で
消

防
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

市
消
防
団
（
那
賀
川
分
団

第
１
～
６
班
）、
市
消
防
本
部
、

文
化
振
興
課
職
員
、
資
料
館
関

　全国の高校生が事業企画や計画を
競う「第６回ビジネスプラン・グラ
ンプリ」（日本政策金融公庫主催）で、
阿南工業・阿南光高校が第３席の審
査員特別賞を受賞した。

一
斉
放
水
す
る
消
防
団
員
＝
阿
波
公
方
・
民
俗
資
料
館

文
化
財
を
守
る

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
最
終
審
査
会

が
１
月
13
日
、
東
京
大
学
本
郷

キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、
阿
南
工

業
・
光
高
校
は
、
放
置
竹
林
解

消
の
た
め
、
伐
採
し
た
竹
を
活

用
し
た
防
災
懐
中
電
灯
「
ぽ
て

っ
と
ラ
イ
ト
」
や
竹
パ
ウ
ダ
ー

の
特
性
を
生
か
し
た
災
害
用
バ

イ
オ
ト
イ
レ
「
ぶ
り
フ
リ
ー
」

を
提
案
し
た
。

　

地
域
課
題
を
防
災
に
結
び
つ

　

住
民
が
主
体
と
な
り
、
避
難
所

の
開
設
か
ら
運
営
を
行
う
「
平
成

30
年
度
県
南
部
圏
域
防
災
訓
練
」

が
平
成
30
年
12
月
16
日
、
阿
南
支

援
学
校
で
実
施
さ
れ
住
民
な
ど
約

３
０
０
人
が
参
加
し
た
（
徳
島

県
・
阿
南
市
主
催
）。

　

訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
・
津
波
が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
。
参
加
者
は
、
同
学
校
体
育
館

で
役
割
分
担
を
し
、
相
談
し
な
が

ら
、
避
難
所
を
開
設
か
ら
運
営
す

る
一
連
の
活
動
を
実
施
し
た
。

け
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
３
９
６
校
か
ら

４
３
５
９
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

災
害
弱
者
の
要
配
慮
者
（
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児

な
ど
）
の
た
め
の
福
祉
ス
ペ
ー
ス
、

母
子
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
救
護
所
を
設
け
、
傷

病
者
の
重
症
度
を
判
断
し
て
治
療
の

優
先
度
を
決
め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

も
行
っ
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
上
大
野
協
議
会

会
長
の
尾
崎
彰
則
さ
ん
（
78
歳
）

は
、「
訓
練
を
行
っ
て
、
問
題
が
あ

っ
た
箇
所
は
改
善
し
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

快
適
な

避
難
所

住民主体の避難所開設・運営

最終審査会で発表する機械科３年の平田竜士さん、
西崎光信さん、下野康生さん（右から）＝東京大
学本郷キャンパス

母
子
ス
ペ
ー
ス
を
体
験
す
る

参
加
者
＝
阿
南
支
援
学
校

放置竹林の竹を商品化

ビジネスプランGP

阿
波
公
方
民
俗
資
料
館
で
消
防
訓
練
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防災新聞〜災害を生き抜くための挑戦〜

グループで検討したプランを発表する市職員＝市役所

　

大
規
模
災
害
発
生
後
、
迅
速
に
ま
ち

を
復
興
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
準
備

す
る
図
上
訓
練
「
平
成
30
年
度
徳
島
県

復
興
ま
ち
づ
く
り
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」（
県
都
市
計
画
課
主
催
）
が
、

平
成
30
年
11
月
20
日
に
市
役
所
で
開
催

さ
れ
た
。

　

訓
練
は
、
最
近
外
国
人
の
歩

き
遍
路
の
宿
泊
客
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
民
泊
施
設
で
外

国
人
が
宿
泊
中
に
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
と
の

想
定
で
行
わ
れ
た
。
被
災
し
た
外

国
人
に
身
ぶ
り
手
ぶ
り
や
自
動
翻

訳
機
な
ど
を
使
い
意
思
を
伝
え
た
。

　

熊
猫
屋
代
表
の
北
村
英
雄
さ
ん

（
64
歳
・
新
野
町
）
は
、「
と
っ
さ

に
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、

普
段
か
ら
準
備
し
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

　

同
協
議
会
は
、
平
時
は
民
泊
施

設
で
、
災
害
時
は
避
難
所
に
な
る

仕
組
み
作
り（
シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
）

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

講
師
で
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究

所
准
教
授
の
加
藤
孝
明
さ
ん
指
導
の

も
と
、
市
職
員
な
ど
40
人
の
参
加
者

は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
津
波

が
発
生
後
、
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
周
辺
の
市

街
地
を
復
興
す
る
プ
ラ
ン
を
話
し

合
っ
た
。

　

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
復
興
の
過
程
、
必
要
な
生
活
再

建
支
援
策
や
ま
ち
づ
く
り
制
度
な
ど

を
検
討
。
各
戸
の
生
活
再
建
を
含
め

た
市
街
地
復
興
プ
ラ
ン
を
立
案
し

た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
プ

ラ
ン
を
発
表
し
、
意
見
交
換
し
た
。

「
住
民
の
合
意
形
成
が
不
可
欠
」「
復

興
に
あ
た
る
行
政
の
人
材
育
成
が
重

要
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

参
加
し
た
危
機
管
理
課
の
遠
藤
大

介
さ
ん
（
39
歳
）
は
、「
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

聞
け
、
視
野
が
広
が
っ
た
」
と
話
し

て
い
た
。

　

県
で
は
、
平
成
30
年
３
月
に
「
徳

島
県
震
災
復
興
都
市
計
画
指
針
」
を

策
定
し
、
復
興
事
前
準
備
の
啓
発
・

促
進
を
進
め
て
い
る
。

被災した外国人を救出する
＝熊猫屋（新野町）

阿南第二中学校 1 年
國行　莉子さん

津乃峰小学校 2 年
四宮　陽人さん

富岡小学校 5 年
阪本　奏一郎さん

日時　３月４日㈪～28日㈭
　　　8:30～17:00
　　　※28日は15:00まで
場所　市役所庁舎２階　市民交流ロビー
作品展示　防災啓発標語（23点）
　　　　　防災啓発ポスター（112点）
問 阿南南ロータリークラブ事務局
　 （ホテル龍宮内　☎ 27－2027）へ

第９回防災啓発標語・ポスター
コンクール作品の展示

防災は　一人一人の　意識から
新野中学校２年　髙島 隼人さん

防災は　気にかけ　声かけ　心がけ
見能林小学校４年　谷　在温さん

ひなん場所　家族で決めたら　また会える
新野小学校３年　平井 龍馬さん

防災標語最優秀作品

防災ポスター
最優秀作品

外国人宿泊者を想定

災
害
復
興
の
事
前
準
備
を

復
興
ま
ち
づ
く
り

イ
メ
ト
レ
を
開
催

　

徳
島
県
自
主
防
災
組
織
交
流
大

会
が
１
月
20
日
、
徳
島
県
防
災
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
津
乃
峰
町

自
主
防
災
会
合
同
会
議
と
津
乃
峰

小
学
校
が
、徳
島
県
知
事
表
彰「
未

来
を
守
る
防
災
活
動
賞
」
を
受
賞

し
た
。

　

津
乃
峰
町
で
行
わ
れ
て
い
る
、

地
域
と
学
校
が
連
携
し
た
防
災
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

沿
岸
部
に
位
置
す
る
津
乃
峰
町

住
民
・
学
校
関
係
者
は
、
津
波
に

対
す
る
危
機
感
が
強
い
。

　

町
内
に
あ
る
18
の
自
主
防
災
会

で
組
織
す
る
合
同
会
議
は
、
津
乃

峰
小
学
校
が
行
う
防
災
活
動
を
支

援
。
避
難
訓
練
や
防
災
マ
ッ
プ
の

作
製
・
配
布
な
ど
に
参
加
し
、
積

極
的
に
関
わ
り
合
う
。

　

合
同
会
議
議
長
の
浦
田　

貞
さ

ん
（
71
歳
・
津
乃
峰
町
）
は
、「
こ

れ
か
ら
も
町
全
体
が
一
体
と
な
っ

た
活
動
を
行
い
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

　外国人宿泊者を想定した避難誘導や応急
救護などを行う防災訓練が平成30年11月10
日、新野町の民泊施設「熊猫屋（パンダヤ）」
で行われ、徳島文理大の留学生や民泊施設
関係者ら約30人が参加した（新野シームレ
ス民泊推進協議会主催）。

 阿南南ロータリークラブは、平成18年に
防災委員会を設立し、積極的な活動を行っ
ている。標高表示板の設置や橘地区防災公
園へのいす寄贈など活動は多岐にわたる。
また、防災啓発は子どもの頃からと市内小、
中学校に呼びかけて、防災啓発標語・ポス
ターコンクールを継続して実施。第９回
目となるコンクールでは、標語596点、ポ
スター112点の出品があった。優秀作品が、
下記のとおり展示される。

避難訓練をした児童を受け入れる住民
＝福井南小学校

　

地
震
・
津
波
へ
の
対
応
を
学
ぶ
防

災
デ
ー
キ
ャ
ン
プ
「
避
難
所
探
索
」

が
福
井
南
小
学
校
（
休
校
中
）
で
開

催
さ
れ
、
由
岐
小
学
校
児
童
な
ど
が

参
加
し
た
。
児
童
14
人
は
、
地
震
・

津
波
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、
由
岐

小
か
ら
受
け
入
れ
先
に
な
っ
て
い
る

福
井
南
小
体
育
館
ま
で
徒
歩
で
１
時

間
30
分
か
け
て
避
難
。
そ
の
後
、
福

井
町
住
民
と
交
流
し
た
。
坂
田
瑞
希

さ
ん
（
６
年
生
）
は
、「
実
際
に
住

民
の
方
と
交
流
す
る
と
、
距
離
が
近

く
な
っ
た
と
感
じ
た
」
と
話
し
て
い

た
。

由
岐
小
児
童
が

避
難
経
路
確
認

自
治
体
の
垣
根
を
越
え
て

阿南南ロータリークラブ
南海トラフ巨大地震対策プロジェクト

市政について広報番組を制作し、ケーブルテ
レビ11ch（ケーブルテレビあなん、県南テ
レビ）やYou Tube で放映しています。

３月から、第６回「防災の取組」
を放映。羽ノ浦町で行われた市総合防災訓練
を中心に、阿南市の防災の取組を紹介します。

問い合わせは　秘書広報課（☎22−1110）へ

「広報あなん動画版」を放映
阿南市公式チャンネル

「
未
来
を
守
る
防
災
活
動
賞
」受
賞

津
乃
峰
町
自
主
防
災
会
合
同
会
議
・
津
乃
峰
小

津
乃
峰
町
自
主
防
災
会
合
同
会
議
の
浦
田　

貞
さ
ん
（
右
）
と
撫
養
千
尋
さ
ん
（
左
）

新野シームレス民泊防災訓練
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